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東
とう

京
きょう

国
こく

立
りつ

博
はく

物
ぶつ

館
かん

　平
へい

成
せい

館
かん

企
き

画
かく

展
てん

示
じ

室
しつ

　仏
ぶっ

教
きょう

にはたくさんの仏
ほとけ

さまが登
とう

場
じょう

します。仏さ

まのかたちには決
き

まりがあり、決まりをもとに仏
ぶつ

像
ぞう

や仏
ぶつ

画
が

が作
つく

られました。たくさんの仏さまがいる

なか、仏教の教
おし

えの一
ひと

つである密
みっ

教
きょう

の仏さまは、

顔
かお

や腕
うで

の数
かず

が複
ふく

数
すう

あり、さまざまな表
ひょう

情
じょう

やポー

ズ、持
も

ち物
もの

があるなど、そのかたちは複
ふく

雑
ざつ

です。

仏さまですから、かたちを間
ま

違
ちが

えてはいけません。

　一
いっ

方
ぽう

で、仏さまのかたちやその決まりを知
し

って

いると、どの仏さまが表
あらわ

されているのかがわかり

ます。密教が盛
さか

んになった平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

、天
てん

皇
のう

や

貴
き

族
ぞく

も仏さまのかたちに興
きょう

味
み

を持ち、当
とう

時
じ

のお坊
ぼう

さんたちはさまざまな仏さまのかたちを集
あつ

めて整
せい

理
り

しました。

　今回の特
とく

集
しゅう

は、仏さまのかたちを正
ただ

しく写
うつ

し、

それを伝
つた

える当時の人
ひと

びとの工
く

夫
ふう

と、仏さまのか

たちが後
こう

世
せい

まで広
ひろ

がっていく様
よう

子
す

を紹
しょう

介
かい

します。

Buddhist gods are often depicted according to 

specific rules, such as having a certain number of 

faces or arms, holding objects, or posing in 

particular ways. These rules were communicated 

through visual representations, rather than written 

descriptions. This exhibition explores how these 

images of Buddhist gods were interpreted, 

creatively represented, and passed down to later 

generations.
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松永安左エ門氏寄贈　A-10579

The Iconography of the Sixteen Benevolent Gods



　歴
れき

史
し

や由
ゆい

緒
しょ

のある仏さま、たくさんのお坊さんが留
りゅう

学
がく

した

中
ちゅう

国
ごく

から新
あたら

しく伝えられた仏さまは、仏像や仏画を作る人び

と（仏
ぶっ

師
し

、絵
え

仏
ぶっ

師
し

）や、仏教の儀
ぎ

式
しき

を行
おこな

うお坊さんにとって

とても大
たい

切
せつ

な情
じょう

報
ほう

でした。現
げん

代
だい

ではスマートフォンやカメラの

ボタンを押
お

せば、仏さまのかたちは簡
かんたん

単に写すことができるで

しょう。しかし、ここに掲
けい

載
さい

した作
さく

品
ひん

が作られた当時の人びと

は、筆
ふで

を使
つか

って描
えが

くことで記
き

録
ろく

していました。絵があまり得
とく

意
い

ではないお坊さんも、複雑な仏さまのかたちを正しく写さねば

なりません。しかも一
いっ

発
ぱつ

勝
しょう

負
ぶ

です。誰
だれ

にとってもやさしく写せ

る工夫が必
ひつ

要
よう

でした。「十
じゅう

二
に

天
てん

図
ず

像
ぞう

（毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

）」の部
ぶ

分
ぶん

図
ず

を

ご覧
らん

ください。ところどころ墨
すみ

がはじけています。しかも、

紙
かみ

の色
いろ

は茶
ちゃ

色
いろ

っぽいですね。これは「油紙」（あぶらがみ・ゆし）

と呼
よ

ばれるもので、現代でいうところのトレーシングペーパー

なのです。和
わ

紙
し

に油（植
しょく

物
ぶつ

性
せい

の乾
かん

性
せい

油
ゆ

）をコーティングした

もので、油がしみて紙が半
はん

透
とう

明
めい

になり、写したい仏さまのかた

ちが描かれたお手
て

本
ほん

に重
かさ

ねて、上
うえ

からなぞることで写し取
と

りま

した。また、絵
え の ぐ

具を使わず、墨の輪
りん

郭
かく

線
せん

のみで写し取る点
てん

も工

夫の一つです。絵具を使わないことで費
ひ

用
よう

を抑
おさ

えることがで

きるうえ、筆と墨なので誰でも手
て

軽
がる

に描くことができます。こう

した墨の輪郭線を主
しゅ

体
たい

とした表
ひょう

現
げん

手
しゅ

法
ほう

を「白
はく

描
びょう

」といいます。

また、仏さまのかたちは「図
ず

像
ぞう

」と呼ばれます。「白描図像」

は、師
し

匠
しょう

のお坊さんが持っていた白描図像そのものをお手本

にすることもあれば、仏像や仏画そのものがお手本となること

もあります。仏像や仏画の場
ば

合
あい

、色がついていますので、絵

具を使わない白描図像では、色の名
な

前
まえ

が書
か

きこまれていま

す。これを「色
いろ

注
ちゅう

」といいます。これにより、精
せい

度
ど

の高
たか

い白

描図像からは、立
りっ

体
たい

的
てき

な仏像も復
ふく

元
げん

することができるのです。

墨が途
と

切
ぎ

れ途切れになり、はじけてい
ます。「朱

しゅ

」「赤
あか

」という色注もみられ
ます。ぬり絵みたいです。油紙は中
国から伝わりましたが鎌

かま

倉
くら

時代半ば
以降になると、ほとんどみられなくな
ります。代

か

わりに薄
うす

い紙が使われまし
た。ですから油紙が使われている図
像は古

ふる

いということがわかるのです。

◎十
じゅう

二
に

天
て ん

図
ず

像
ぞ う

（毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

）
鎌倉時代・13 世紀　原

げん

本
ぽん

：珍
ちん

海
かい

筆
ひつ

　平安時代・12 世紀　A-12186-5

The Iconography of Bishamonten, One of the Twelve Devas

作
さく

品
ひん

に記
しる

された文
も

字
じ

から、「珍海」という当時の有
ゆう

名
めい

なお坊さんが描いた、京都・醍
だい

醐
ご

寺
じ

に伝わる十二天（のうちの毘沙門天）がお手本だったことがわかります。珍海の十二天
像は、これまで座

すわ

った姿
すがた

で表されていたものを、屛
びょう

風
ぶ

に描くことができるように、立
た

ち姿
に変

か

えて作り出
だ

されたものです。新しい十二天の姿でした。

高
たか

雄
お

曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

図
ず

像
ぞ う

（金
こん

剛
ご う

界
か い

）
鎌倉時代・13 世紀　京都・高山寺伝来　A-12489

Iconography of the Takao Mandala (The 
Diamond Realm)

高雄曼荼羅（京都・神
じん

護
ご

寺
じ

に所
しょ

蔵
ぞう

される現
げん

存
ぞん

最
さい

古
こ

の曼荼羅）に描かれた仏さまを写し
て本

ほん

にしたものです。仏さまのかたちにあ
わせて紙が切

き

られ、アルバムのように貼
は

り
あわされています。お手

て

本
ほん

帳
ちょう

みたいです。

仏さまの
かたちを写す1

　仏さまのかたちは伝えるために写されました。写された仏さまのか

たちは、師匠から弟
で

子
し

のお坊さんへと伝えられるもの、仏像や仏画の

設
せっ

計
けい

図
ず

（下
した

絵
え

）として使
し

用
よう

されるもの、集められ整理されて編
へん

集
しゅう

され

たものがありました。編集されたものには、仏さまのかたちについて

経
きょう

典
てん

や儀
ぎ

軌
き

（儀式の決まり）に記された部分が引
いん

用
よう

されたり、儀式で

用
もち

いるための具
ぐ

体
たい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

が記されたりしていて、まさに仏
ぶつ

像
ぞう

事
じ

典
てん

と

いえる内
ない

容
よう

です。

仏さまの
かたちを伝える2

十
じっ

巻
か ん

抄
しょう

（忿
ふん

怒
ぬ

部
ぶ

）
鎌倉時代・13 世紀　A-765

Album of Buddhist Gods 
and Goddesses (Wrathful 
Deities)

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

をはじめとした、
さまざまな怖

こわ

い顔（忿怒）
の明王が集められた図

ず

像
ぞう

集
しゅう

です。これをみると、不動明
王にもいろいろな「かたち」
があったことがわかります。

部分

部分



　空
くう

海
かい

（774～835）のように密教で大切なお坊さんにかかわる仏像や仏画、密教以
い

外
がい

でも、古い時代に制
せい

作
さく

された仏像や仏画

は、後
のち

の時代にも尊
とうと

ばれ、良
よ

いお手本となりました。空海ゆかりの両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

（現
げん

図
ず

曼
まん

荼
だ

羅
ら

）は繰
く

り返
かえ

し描かれていますし、

奈
な

良
ら

時代（あるいは中国の唐
とう

時代）に作られた「当
たい

麻
ま

曼
まん

荼
だ

羅
ら

」（奈良・當
たい

麻
ま

寺
でら

蔵）は、修
しゅう

理
り

のたびに数
かず

多
おお

くの模
も

本
ほん

（原本を写

した作
さく

例
れい

）が描かれました。また、この章
しょう

で紹介する「不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

二
に

童
どう

子
じ

像
ぞう

」は、比
ひ

叡
えい

山
ざん

に伝わった鎌倉時代の仏画をお手本に

しています。お手本を直
ちょく

接
せつ

写して描くこともありましたが、多くの場合、白描の手法で写された仏さまのかたちをもとに制作

されました。仏さまのかたちが時代をこえて伝わり、広がる様子をご覧ください。

※◎は重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

です。　※掲載作品は、すべて東京国立博物館の所
しょ

蔵
ぞう

品
ひん

です。
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鎌倉時代・14 世紀　A-11813

The Taima Mandala

原本のおよそ8分
ぶん

の 1サイズです。中
ちゅう

央
おう

には阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

のパラダイス、周
まわ

りには阿弥陀如来にまつわるエピ
ソードが描かれます。

当
たい

麻
ま

曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

　神
かん

田
だ

宗
そう

庭
てい

隆
たか

信
のぶ

筆
ひつ

江
え

戸
ど

時代・天
てん

保
ぽう

7 年（1836）　下
しもつけ

野三
さん

悦
えつ

坊
ぼう

伝来　喜多川儀久氏寄贈　A-12440

The Taima Mandala

とてもカラフルでパラダイスの臨
りん

場
じょう

感
かん

があふれています。絵具が本
ほん

来
らい

持つ
美
うつく

しい色を味
あじ

わうことができます。古い時代の仏画も、描かれた当
とう

初
しょ

はこの
ようにキラキラと輝

かがや

いていました。

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
お う

二
に

童
ど う

子
じ

像
ぞ う

　勝
かつ

山
やま

琢
たく

舟
しゅう

筆
ひつ

江戸時代・18 世紀　A-273

The Wisdom King Fudō with Two Child Attendants

お手本とした鎌倉時代の仏画にはみられない、背
はい

景
けい

を金
きん

で表現しています。
この作品を描いた勝山琢舟によるアレンジが加

くわ

えられています。

仏さまのかたちが広がる3


